
エコアクション２１
 

2021年7月～2022年6月（42期）

2022年10月1日

環境経営レポート（Ｖol.13）



・・・１

・・・２

・・・３

・・・４

・・・６

・・・1０

・・・1３

・・・1５

・・・1６

目　　次

3 環　境　経　営　マ　ネ　ジ　メ　ン　ト　組　織

1 会　社　概　要

2 環　境　経　営　方　針

6 環境活動の実績

4 環境経営目標及び環境経営計画

5 環境の負荷の実績

9 代表者による評価と見直し

                 次年度への取組み内容

7 環境活動の取り組み実績への評価及び

8 環境関連法規への違反、訴訟等の有無



 

※年度（期）は、当該年７月１日より翌年６月３０日

商号

代表者名

　ＴＥＬ　0995-67-6311     ＦＡＸ  0995-67-6312

2,312,040

　ＴＥＬ　095-832-0222     ＦＡＸ  095-832-0221

　〒859-3166 長崎県佐世保市木原町１４３番地４

　■南九州支店

　〒899-5652 鹿児島県姶良市平松２６１６－１

１　会社概要

 ■建設業／　　国土交通大臣許可（さく井）　（般－２）第１９４４６号

　全社・全組織　　（認証番号　6692）

　ＴＥＬ　092-473-1539     ＦＡＸ  092-473-1548

所在地 　〒817-0323 長崎県対馬市美津島町大船越５５３番１

　ＴＥＬ　0920-54-4708     ＦＡＸ  0920-54-5038

　■本社第2事務所

　〒851-0121 長崎県長崎市宿町１６３番地６

86 83

 ■地質調査業／　国土交通大臣　　　（質－３０）第２１４４号

事業規模 38期（2017年度）

　長崎県長崎市宿町１６３番地６

　ＴＥＬ　０９５－８３２－０２２２

　ＦＡＸ　０９５－８３２－０２２１

対象範囲

40期（2019年度）

 ■測量業　　／　国土交通大臣　　　　登録第（４）－３０１７１号

 ■建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ／ 国土交通大臣　　　　建０３第８６４８号

39期（2018年度）

従業員数（人）

1,779,954 1,975,208 2,183,897 2,270,063

8377

売上（千円）

  ■福岡営業所

　〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東1丁目12番5号

42期（2021年度）

82

41期（2020年度）

970

　E-mail　takahiro_t@ueno-corp.com

　　　（土木、とび･土工、石、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、塗装・水道施設・解体）

970述べ床面積（㎡） 846.9

連絡先

事業の内容

 ■建設業／　　　国土交通大臣許可　（特－２）第１９４４６号

　■対馬支店

846.9 970

  ■佐世保営業所

　ＴＥＬ　0956-26-3655     ＦＡＸ  0956-26-3656

株式会社　ウヱノ

　代表取締役社長　　上野　英剛

　■本社   （HP）　http://www.ueno-corp.com/

　〒852-8105 長崎県長崎市目覚町5番1号

　ＴＥＬ　095-894-1022     ＦＡＸ  095-894-1032

　■諫早支店

　〒854-0125 長崎県諫早市早見町１２４２番２２

　ＴＥＬ　0957-28-0707     ＦＡＸ  0957-28-0708

  環境管理責任者：　田中　隆宏
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　１．基本理念

　当社は、人にとっての環境や安全の確保と自然にとっての”環境”とが両立するソリューションを

見出すことが、未来へ残せるかけがえのない財産と信じ、日々進んで行きます。

　２．行動指針及び重点施策

　当社は、『省資源』、『省エネ』、『節水』を事業活動における重要課題と掲げ、循環型社会形成へ

の貢献に向けて、以下の重点施策を中心に環境保全活動に自主的・積極的に取り組みます。

　１）　電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

　２）　使用原材料の省資源及び廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）推進

　３）　水資源の節水

　４）　環境関連の法規、条例及びその他の規制事項の遵守

　５）　グリーン購入の推進、提供する製品及びサービスに関する環境の配慮

　６）　地域ボランティア活動の推進、建設現場周辺の生物多様性保全の取組

　７）　全員参加による環境保全活動の実行

　　これらの諸活動は、環境経営マネジメントシステムを確立し、目標及び実施計画を定め、実行し

、定期的に見直しを行うことで継続的な改善に努めます。

　　環境への取組みを環境活動レポートとして取りまとめ、当社ＨＰや地域や一般への閲覧を可能に

して公表します。 （HP）　http://www.ueno-corp.com/

　　　　

平成２２年　７月１日制定

平成２４年１０月１日改訂

代表取締役社長　 上野　英剛

2 　環境経営方針

株式会社   ウヱノ

 2



2021年7月1日現在
代表者(社長)

（上野英剛）

本  社 諫早支店 南九州支店 対馬支店 佐世保（営） 現  場

ＥＡ２１責任者 ＥＡ２１責任者 ＥＡ２１責任者 ＥＡ２１責任者 ＥＡ２１責任者 ＥＡ２１現場総括責任者

（川越正和） （田中隆宏） （柳田康彦） (中島久次) （古賀清子） （木戸勘太）

現　場

本社第2 機材ｾﾝﾀｰ 福岡（営） ＥＡ２１現場担当責任者

ＥＡ２１責任者 ＥＡ２１責任者 ＥＡ２１責任者 （山口信儀）

（笠松大樹） （川野浩人） （宮崎茂幸）

現　場
各現場担当責任者

（現場代理人）

（田中隆宏）

（永野和裕）

推進委員長
ＥＡ２１推進事務局

（田中隆宏）
事務局長(環境管理責任者)

3　環境経営マネジメント組織

ＥＡ２１推進委員会

推進副委員長
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４　環境経営目標

（1）中期目標 ※期（年度）は、当該年７月１日より翌年６月３０日

　①省エネルギー活動

　　2018年度(39期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 39期(基準)
2018年度

40期(目標)
2019年度

41期(目標)
2020年度

42期(目標)
2021年度

kWh 117,979 116,799 115,619 114,440
kg-CO2 51,675 51,158 50,641 50,125

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

電力の二酸化炭素排出係数は、0.438(kg-CO2/kWh)として算定しています。（九州電力の場合）

　②エコドライブ活動

　　2018年度(39期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 39期(基準)
2018年度

40期(目標)
2019年度

41期(目標)
2020年度

42期(目標)
2021年度

Ｌ 83,504 82,669 81,834 80,999
kg-CO2 193,868 191,929 189,855 187,917

Ｌ 95,449 94,495 93,540 92,586
kg-CO2 250,491 247,986 241,333 238,871

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

　③節水活動

　　2018年度(39期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 39期(基準)
2018年度

40期(目標)
2019年度

41期(目標)
2020年度

42期(目標)
2021年度

㎥ 1,479 1,464 1,449 1,435
従業員当り(㎥/人) 17.8 17.6 17.5 17.3

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

　④産業廃棄物の削減・リサイクル活動の推進

　　2018年度(39期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 39期(基準)
2018年度

40期(目標)
2019年度

41期(目標)
2020年度

42期(目標)
2021年度

産業廃棄物排出量 t 3,515 3,480 3,445 3,410

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

　⑤地域ボランティア活動

項目 単位 39期(基準)
2018年度

40期(目標)
2019年度

41期(目標)
2020年度

42期(目標)
2021年度

地域ボランティア活動 回数 24 25 26 27

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

　⑥グリーン購入及び製品サービスの提案

項目 単位 39期(基準)
2018年度

40期(目標)
2019年度

41期(目標)
2020年度

42期(目標)
2021年度

グリーン購入等の提案 回数 8 9 10 11

※39期（2018年度）が基準年

電力

ガソリン

軽油

水
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環　境　活　動　計　画　内　容

【無駄な電力は使わない】

①室内空調は夏季冷房は26～28℃、冬季暖房は20℃以下に設定する。
②エアコン使用時、冷暖房効率を良くする為、ブラインドを閉め換気扇はつけない。
③休憩時は照明を消し、未使用時のパソコンは電源をOFFにする。
④トイレの換気扇は必要な時のみつける。

【エコ運転の励行】

①地図を利用して、行き先及び走行ルートをあらかじめ計画・準備する。
②社用車の効率的な運転の推進
③社用車及び建設車輌はアイドリングストップを励行する。
④運転日誌には運転者だけでなく同乗者(お客様含む）の名前も記入し、乗車状況を
　把握できるようにする。
⑤定期的な車輌の整備を実施する。
⑥急発進・急ハンドル・急加速・急停車は厳禁。
⑦車内を冷やしすぎない。暖めすぎない。
⑧無駄な荷物を載せたまま走らない。
⑨待ち合わせや荷物の積み下ろしの為の駐停車の際には、必ずアイドリングを止める。
⑩乗り合いできないか打診する。
⑪違法駐車は厳禁。（交通の妨げになる場所での駐車は交通渋滞をもたらし、余分な
　排出ガスを出させる原因となる）
⑫建設機械の定期・日常の整備を十分行い使用燃料の削減に努める。

【効率的な水の使用】

①節水活動の呼びかけ、注意喚起を強化し、日々、節水を意識する。
②蛇口はきちんと最後まで閉め、水が完全に止まっているか確認する。
③トイレの水を流すのは原則として1回だけにする。
④どんな場合も、水を流しっぱなしにしない。

【3Ｒ運動の促進】

①3Ｒをひとりひとりが意識する。
　・Reduse (発生抑制：ごみを出さない）
  ・Reuse （再使用：使えるものは繰り返し使う）
  ・Recycle（再生利用：再使用できないものは再利用）
②ゴミの分別の徹底（分ければ資源の考え方を全員に浸透普及させる）
③鉄くず・銅線・ダンボール・新聞紙のリサイクル化に努める。（有価物）
④個人により発生したゴミは持ち帰りを原則とし一般ゴミとの分別を徹底する。

【地域ボランティア活動等の推進】

①地域のボランティア活動に進んで参加する。
②各現場作業所でボランティアを行う。

【グリーン購入及び製品サービス提案の推進】

①購入品は、再生用品を優先的に購入する。
②工事において、顧客が要求する品質を満たし同等以上に取り扱われる
　再生製品等がある場合には、顧客に再生製品使用の提案を行う。
③設計業務の提案で、優先的に再生製品、工法等も採用する。

⑥ボランティア活動

③節水活動

④廃棄物の削減

⑦グリーン購入及び製
品サービスの提案

（2）環境経営計画　（2020年度（41期)から2021年度(42期)の環境経営計画）

取　組　事　項

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

①省エネルギー活動
（電力）

②車輌燃料費削減
エコドライブ活動
(ガソリン、軽油)
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（1）環境の負荷の状況

　■二酸化炭素排出量

　　環境負荷の内訳は次の通りです。

※期（年度）は、当該年７月１日より翌年６月３０日

項　目 単位 38期（2017年度） 39期（2018年度） 40期（2019年度） 41期（2020年度） 42期（2021年度）

kWh 116,377 117,979 134,636 112,552 137,576

kg-CO2 67,964 68,900 58,971 49,298 60,258

L 92,954 83,504 84,864 81,442 74,300

kg-CO2 215,808 193,868 197,025 189,081 172,376

L 1,020 860 875 600 140

kg-CO2 2,542 2,143 2,180 1,495 349

L 102,370 95,449 99,395 90,353 75,824

kg-CO2 268,654 250,491 260,846 237,117 195,626

CO2排出量

合計
kg-CO2 554,967 515,401 519,023 476,991 428,609

：各項目の基準年

　■水、廃棄物の使用量

項　目 単位 38期（2017年度） 39期（2018年度） 40期（2019年度） 41期（2020年度） 42期（2021年度）

水使用量 ㎥ 1,477 1,479 2,144 1,437 1,460

従業員あたり ㎥/人 17.8 19.7 27.5 17.3 17.8

産業廃棄物排出量 t 1,853.6 3,512.6 5,812.5 4,746.6 3,323.0

　■化学物質

当社は化学物質（PRTR法対象）の使用はありません。

  軽油

電力

ガソリン

灯油

5　環境負荷の実績
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境への事業負荷状況                                            　　2022年6月末現在

３８期 ３９期 ４０期 ４１期 ４２期

本社 14,642 25,214 26,369 29,894 29,234

諫早 58,480 52,281 68,747 45,754 71,999

佐世保 17,917 18,485 18,586 15,869 15,892

対馬 5,688 4,128 4,277 4,373 4,369

南九州 16,891 15,409 15,304 15,546 15,059

福岡 2,759 2,462 1,353 1,116 1,023

合計 116,377 117,979 134,636 112,552 137,576

本社 0 0 0 0 0

諫早 66,283 61,810 66,772 62,712 60,706

佐世保 0 0 0 0 0

対馬 6,522 4,806 4,869 4,869 4,659

南九州 20,149 16,888 13,223 13,861 8,935

福岡 0 0 0 0 0

合計 92,954 83,504 84,864 81,442 74,300

本社 0 0 0 0 0

諫早 60,209 54,857 52,193 46,619 45,678

佐世保 0 0 0 0 0

対馬 11,940 7,275 5,849 5,849 5,217

南九州 30,221 33,317 41,353 37,885 24,929

福岡 0 0 0 0 0

合計 102,370 95,449 99,395 90,353 75,824

本社 0 0 0 0 0

諫早 980 840 835 600 100

佐世保 0 0 0 0 0

対馬 0 0 0 0 0

南九州 40 20 40 0 40

福岡 0 0 0 0 0

合計 1,020 860 875 600 140

本社 105 137 153 184 180

諫早 1,278 1,265 1,903 957 1,024

佐世保 0 0 0 0 0

対馬 17 18 18 18 17

南九州 77 59 70 72 51

福岡 0 0 0 206 188

合計 1,477 1,479 2,144 1,437 1,460

：基準年

上
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環境負荷の項目別月別の状況 2022年6月末現在
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単位

t 106.9 225.8 226.1 463.2

t 453.5 1,672.3 2,840.6 1,698.9

コンクリートがら t 1,584.4 3,252.2 547.2 1,067.5

アスファルトコンクリートがらt 1,335.9 595.8 1,099.2 50.9

t 5.7 18.5 1.5 0.9

t 20.9 31.3 11.2 5.6

ｔ 5.3 16.6 20.8 36.0

t 3,512.6 5,812.5 4,746.6 3,323.0

４２期３９期

廃プラスチック

建設混合廃棄物

合　　計

産業廃棄物排出状況（期別）

建設汚泥
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6　環境活動の実績
＜運用期間：2021年7月1日～2022年6月30日＞

取組項目 単位
４２期

目　標　値
４２期
実　績

達成率
（％）

評価

（kWh） 114,440 137,576 83.2%

kg-CO2 50,125 60,258 （-16.8％）

Ｌ 80,999 74,300 109.0%

kg-CO2 187,917 172,376 （+9.0％）

Ｌ 92,586 75,824 122.1%

kg-CO2 238,871 195,626 （+22.1％）

㎥ 1,435 1,460 98.3%
従業員一人当り

（㎥/人） 17.3 17.8 （-1.7％）

  ④産業廃棄物 （t） 3,410 3,323
102.6％

（+2.6％） 〇

118.5%
（+18.5％）

100.0%
（±0.0％）

⑤ボランティア活動

　各作業所毎のボランティア活動回数

（４２期中の実施現場）
作業所名 回　数

本社 4

諫早支店 4

佐世保営業所 4

島原地区 4

田平地区 4 　上五島地区（清掃中） 　上五島地区（清掃中）

大瀬戸地区 4

五島地区 4

対馬地区 4

合　　計 32
　五島地区（清掃中） 　五島地区（清掃中）

古紙リサイクル活動

○

11

△

評価：◎≧120％、120％＞○≧100％、100％＞△≧80％、80％＞×

⑤ボランティア活動 〇回数 27

⑥グリーン購入及び
製品サービスの提案

△

32

①省エネルギー活動
　（電力）

②エコドライブ活動
　

   ②－１ガソリン

　　 ②－２軽油

○回数

　③節水活動

◎

11

 10



1 10 20 31 1 10 20 31 1 10 20 30 1 10 20 31 1 10 20 30 1 10 20 31 1 10 20 31 1 10 20 29

ＥＡ２１（エコアクション２１）活動実績（その１）

2多量排出事業者として2020年度産業廃棄物処理計画書
提出（長崎市）

工種・区分・数量・単位

1社員への環境教育（月例会議、施工検討会議等）

    日 別

12月11月

3取組状況の確認（負荷＆取組の自己チェックリスト等）

2022 年 9 月 30 日 現 在

月 別 8月 9月 10月

5古紙回収活動

6構造機能適合型焼却炉での一般事業用ごみ焼却

4環境活動レポートＶＯＬ12の作成（社長打合せ含む）と公表

10ＥＡ２１更新審査申請書作成＆提出

7月別事業負荷（ｶﾞｿﾘﾝ、軽油、灯油、電気、紙、上水）及び
産業廃棄物量の把握

8長崎市主催環境セミナー受講（１～３回）（環境管理責任者）

備　　考

13室外機点検

2021年7月 2022年1月 2月

11ＥＡ２１活動記録取りまとめ（社長説明含む）

12ＥＡ２１更新審査受審対応（書類＆事業所）

9長崎県主催産廃適正処理講習会（環境管理責任者）

１１



1 10 20 31 1 10 20 30 1 10 20 31 1 10 20 30 1 10 20 31 1 10 20 31 1 10 20 30

備　　考

8環境経営マニュアル改訂版作成

9室外機点検

5古紙回収活動

6構造機能適合型焼却炉での一般事業用ごみ焼却

7地球温暖化防止推進員研修会

2　2021年度産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出

3多量排出事業者として2020年度産業廃棄物処理計画書
作成＆提出（長崎県、長崎市）

4多量排出事業者として2021年度産業廃棄物処理計画実
施状況報告書作成＆提出（長崎市）

4月 5月 6月 7月

ＥＡ２１（エコアクション２１）活動実績（その２）

8月 9月

2022 年 9 月 30 日 現 在

工種・区分・数量・単位

1社員への環境教育（月例会議、施工検討会議等）

    日 別

月 別 3月

長崎県、長崎市、佐世保市長崎県、長崎市、佐世保市
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7　環境活動の取り組み実績への評価・次年度の取組内容

 7-1評価のコメント

　■42期（2021年度）の１年間を通した各事業負荷の実績が算出されました。
　　その中で電力は目標に対して約-16.8％で目標達成出来ませんでした。
　　電力の増加は元請け工事の増加、また石油系の暖房が減少し電力系の暖房が
　　増加したことに原因があると考えています。
    社員のエコに対する意欲も高く、活動自体は推進されていると考えています。
　　43期も継続し取り組んで行きます。また、協力業者への教育や周知・顧客への
　　アピールをしていくことも継続していきます。

　■目標に対してガソリンは＋9.0％、軽油は＋22.1％で目標達成になりました。
　　受注工事の種類にも影響されるのですが目標達成したことは評価していいと
　　考えています。
　　取り組み活動が通常業務の一環として浸透していると感じています。
　　43期も、継続し努力を行っていきます。

　■目標に対して節水活動は-1.7％で目標不達成です。
　　元請工事の増加に伴う水道使用量の増加と考えていまので微増に対しては
　　評価できると考えています。
　　しかし民家近くの急傾斜等の工事が増加し清掃等に水の使用が増加すると
　　思われます。
　　43期も元請受注が多くなると思われるので河川水や雨水の利用を促進して
　　行きたいと考えています。

　■目標に対して産業廃棄物は+2.6％で目標達成です。
　　今季は目標達成でしたが、産業廃棄物は増加傾向になっています。
　　解体工事の受注をしているので来期は増加するでしょう。
　　しかし、分別や再利用等の活動は推進されているので評価できると思います。
　　43期は、42期同様に分別や再利用、梱包方法の工夫という活動を行っていきます。
　　引き続き、工法変更提案による産業廃棄物削減を増やしていきたいと考えています。

　■地域のボランティア活動は、目標達成しております。
　　42期は、32回実施し目標達成しました。
　　協力業者にも参加をして頂き周知も進んでいると考えております。
　　43期も積極的に活動していきます。
  　ボランティア活動は、地区別に分けて実施がまんべんなく行うように考えています。

　■グリーン購入及び製品サービスの提案は、目標達成です。
　　最近の傾向では、バイオ燃料等の使用、中和剤の使用等の提案を行っています。
　　工法変更等も提案を積極的に行っていき活動を充実させていきたいと考えています。
　　製品購入についは、費用対効果を考えると中々難しい状況です。
　　43期も、新しい有効な工法の情報収集を行い、提案を増やしていきたいと考えています。
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7-2　次年度以降の中期目標

（1）中期目標 ※期（年度）は、当該年７月１日より翌年６月３０日

　①省エネルギー活動

　　2021年度(42期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 42期(基準)
2021年度

43期(目標)
2022年度

44期(目標)
2023年度

45期(目標)
2024年度

kWh 137,576 136,200 134,824 133,449
kg-CO2 52,967 52,437 51,907 51,378

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

電力の二酸化炭素排出係数は、0.385(kg-CO2/kWh)として算定しています。（九州電力の場合）

　②エコドライブ活動

　　2021年度(42期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 42期(基準)
2021年度

43期(目標)
2022年度

44期(目標)
2023年度

45期(目標)
2024年度

Ｌ 74,300 73,557 72,814 72,071
kg-CO2 172,376 170,652 168,928 167,205

Ｌ 75,824 75,066 74,308 73,549
kg-CO2 195,626 193,670 191,713 189,757

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

　③節水活動

　　2021年度(42期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 42期(基準)
2021年度

43期(目標)
2022年度

44期(目標)
2023年度

45期(目標)
2024年度

㎥ 1,460 1,445 1,431 1,416
従業員当り(㎥/人) 17.8 17.6 17.4 17.3

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

　④産業廃棄物の削減・リサイクル活動の推進

　　2021年度(42期)の実績を基準として3年間で3.0％の削減目標を設定します。

項目 単位 42期(基準)
2021年度

43期(目標)
2022年度

44期(目標)
2023年度

45期(目標)
2024年度

産業廃棄物排出量 t 3,323 3,290 3,257 3,223

0.0% -1.0% -2.0% -3.0%

　⑤地域ボランティア活動

項目 単位 42期(基準)
2021年度

43期(目標)
2022年度

44期(目標)
2023年度

45期(目標)
2024年度

地域ボランティア活動 回数 32 33 34 35

　⑥グリーン購入及び製品サービスの提案

項目 単位 42期(基準)
2021年度

43期(目標)
2022年度

44期(目標)
2023年度

45期(目標)
2024年度

グリーン購入等の提案 回数 11 12 13 14

電力

ガソリン

軽油

水
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8　環境関連法規等への違反、訴訟等の有無

1）対象となる主な環境関連法等

法令リスト

法令の名称 法令等の遵守すべき内容
自社で
の取組

法令違
反の有

無

環境管
理責任

者

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

第 3条：事業者の責務
第12条：産業廃棄物処分委託
　　　　管理表（マニフェスト）の交付・管理
　　　　産業廃棄物の保管基準
第16条：不法投棄、不法焼却の禁止

○ 無 ○

労働安全衛生法
第59条：健康の確保と快適職場環境の形成
則43,44：健康診断

○ 無 ○

省エネルギー再生資源利
用促進法

資源の使用の合理化、再生資源の利用の総合的
推進を図るための方針を策定

○ 無 ○

長崎県環境基本条例
第 8条4項：環境への負荷の低減
第16条：資源の循環利用・廃棄物の減量

○ 無 ○

下水道法
法12の2、法46の2
排出口での排水基準違反等

○ 無 ○

建設工事公衆災害防止対
策要綱（土木）

第74、建設工事に係わる排出の処理 ○ 無 ○

特定特殊自動車排ガスの
規制等に関する法律

オフロード建設車両の使用規制
2条1項、17条、18条

○ 無 ○

騒音規制法
2条3項(対象作業、作業の届出、騒音の基準)、
14条低騒音型低振動型建設機械の指定に関する
規程

○ 無 ○

振動規制法 2条3項(対象作業、作業の届出、騒音の基準) ○ 無 ○

フロン排出抑制法 法第１６条：（点検・記録） ○ 無 ○

　当社では工事着手時に長崎県の法規制リストの最新版により、遺漏がないように確認しかつ
関係市町村の窓口に出向いて、適用区域の有無や提出の有無を確認するようにしています。

2）違反、訴訟等

　　環境関連法規への違反はありません。尚、関係当局による違反等の行政処分等は
　過去3年間において受けておりません。

2022年10月1日 環境管理責任者　　　田中　隆宏
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9 　代表者による評価と見直し

　　平成22年4月にＥＡ２１への活動をキックオフ宣言して12年６ヶ月が、また平成23年2月

　に初回登録いたしまして11年8ヶ月が経過しました。実施状況を検討しました結果、下記の状況

　でありました。

　 環境経営システムは適切に構築され、また、取組が有効に機能していると思います。引き続き

　環境経営システムによる取組を継続して参ります。

　　42期は、目標達成項目が多くみられました、EA21の活動が通常業務の中に浸透していると

　感じています。
　
　社内業務では、チャットやクラウドを活用することにより社内書類の提出及び承認を

　円滑化させ、請求書確認・実行予算承認・注文書作成承認・安全品質等の回覧承認等の

　書類等の確認及び承認は、ほぼPCで処理出来るシステムを構築いたしました。

　社員の業務の簡素化による作業環境の充実、また移動時間の軽減ができたと思います。

　　43期も、電子決済の範囲拡大、ソフトの充実をはかり作業環境を良くしていきます。
　　
　そうすることで、さらなる交通量の削減につながると考えています。

　また、当社にかかわりある企業にＥＡ２１活動に賛同してもらえるように活動して

　まいります。

２０２２年１０月１日　　代表取締役　      上野　英剛
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